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1．第11回全国和牛能力共進会肉牛の部への取組

大分県宇佐家畜保健衛生所

○長谷部恵理・山岡達也・榮德千尋・木本裕嗣

畜産技術室 羽田野昭

【はじめに】

本年9月に開催された第11回全国和牛能力共進会（以下、第11回全共）においては、前

回長崎大会以上の成績獲得を目標として、「奪冠」を合い言葉に関係機関一丸となって出

品対策に取り組んできた。当家畜保健衛生所（以下、家保）の管轄する県北地域は、県内

の肥育牛約6割が飼養される肥育地帯であることから、肉牛の部を重点的に出品対策に取

り組んだのでその概要を報告する。

【取り組み内容】

県では、2014年5月に第11回全国

和牛能力共進会大分県推進協議会

（以下、県推進協議会）を設立し第１１

回全共への本格的な取組が開始され

た。家保は県推進協議会地区指導班

（以下、地区指導班）の事務局として

中心的な役割を担いながら県推進協

議会が決定した方針をもとに出品対策

に取り組んだ。（図－１）

肉牛の部の取組は、１．候補牛の造

成、２．生産された候補牛の繁殖農家

での育成、３．育成された子牛の臨時

市場への上場、４．臨時市場後の候補

牛の肥育の 4 段階に分けられる。各
期間での取組内容を図－２に示し

た。この内、赤字で示した内容につ

いて地区指導班が中心となって取り

組んだ。
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第11回全共における肉牛の部各区の概要については、第7区（総合評価群）が、種雄牛

の種牛能力と産肉能力を総合的に評価する区であり、母牛の異なる若雌4頭と去勢肥育3頭

をもって1群とし、種牛能力と産肉能力をバランス良く備えた次世代の繁殖雌集団づくり

を目的とする。第8区（若雄後代検定牛群）が、次世代を担う若い種雄牛の産肉能力と現

場後代検定の普及につながる区であり、母牛の異なる去勢肥育牛3頭をもって1群とし、次

世代種雄牛の積極的利用と世代交代の促進を目的とする。第9区（去勢肥育牛）が、和牛

の肉牛としての能力の追求と肥育技術の研鑽を評価する区とであり、１道府県あたり母牛

の異なる単品2頭以内を出品頭数とし、種雄牛の産肉能力の発信と繁殖・肥育の連携及び

生産性の向上を目的とする。

まず、候補牛となる子牛を生産するために、県推進協議会で県出品牛造成基本方針に基

づき、各区の交配種雄牛を第7区｢平福安｣、第8区｢光星｣、第9区｢平福安｣・｢光星｣と決定

した。交配対象となる繁殖雌牛については、本牛又は母牛の枝肉成績においてBMSNo.6以

上かつ脂肪交雑の育種価がAランクであるこ、種付け又は採卵時点で5歳以下であること等

の条件が決められ、この選定条件を基に県推進協議会が交配対象雌牛を抽出した。この結

果、管内では179頭の交配対象雌牛が抽出され、受胎状況や分娩予定日等の授精状況調査

の結果、授精可能な雌牛は61頭であったが、最終的に農家の同意の得られた20頭に授精し

た。

管内の肉牛の部（第7～9区）の受胎

状況を図－３上部の表に示した。今大

会の取組では、効率的に候補牛となる

雄子牛を確保するため、性判別精液が

新たに活用された。

人工授精頭数は平福安6頭、光星14

頭で、受胎頭数は平福安3頭、光星9頭

であった。受精卵移植については、光星

の受精卵8個が移植され、受胎頭数は3

頭であった。その後、15頭の子牛が生産

され、最終的に管内から平福安1頭、光

星10頭、計11頭の去勢子牛が候補牛と

して臨時市場に上場された。市場では管

内の11肥育農場が購買し平福安産子17

頭、光星産子22頭の計39頭が候補牛と

して肥育を開始した。

臨時市場までの繁殖生産農場での候

補牛の育成については、県推進協議会

が作成した「子牛飼養育成管理マニュ

アル」に基づき、家保が初乳製剤・生

菌剤及び駆虫剤の投与など巡回による

飼養管理指導やを実施し、振興局、農

協、市がマニュアルの普及と体測等育成指導を行った。（図－４）
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肥育農場での候補牛の肥育について

は、県推進協議会が「肥育飼養管理の手

引き」を作成し、超音波画像診断による肉

質調査を実施した。調査回数は、超音波

画像診断及び体測が3回、血液検査が5

回となった。（図-５上方）
地区指導班は、これらに加え家保が

一般血液検査（血球数、ヘモグロビン、

ヘマトクリット値）、血液生化学検査

（肝機能、腎機能、炎症、栄養状態等）、

血中ビタミンＡ・Ｅ値の測定を行い、

検査結果に基づいて飼養管理指導を行

った。血液検査については、農場毎に各個体の検査結果を通知するとともに、必要に応じ

て獣医師の診療や経過観察を指導した。ビタミンA・E値の測定では、ビタミンAが低値を示した

26頭について、測定結果をもとにビタミンA投与等を指導した。振興局、農協、市は肥育管理手

引きによる飼養管理や飼料給与指導を実施した。（図－５下方）

ビタミン値の測定結果に基づく指導

では、基礎データとして家保に農場毎の

給与体系に応じたビタミンＡの推移に関

するデータが蓄積されており、これを基に

測定結果に応じたビタミンＡ投与量と時期

について的確な指導が可能となった。

2014～2016年度の管内のビタミン値測

定実績（図－６）からも解るように、赤色の

棒グラフで示した約７割が候補牛飼養農

場のデータである。

一例として、Ｄ農場では、早期に欠乏値

を示したため、少量のビタミンＡを3回投与

することで血中濃度を制御した。Ｇ農場で

は、検査結果よりビタミンAの欠乏時期を

予測し、欠乏する前にビタミンＡを投与す

ることで制御した。（図－７）
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【成果】

県の最終予選会には管内から38頭の

候補牛が出品され、宮城全共の出品牛と

して第7区1頭、第8区2頭のが選抜され

た。

宮城県の最終比較審査では、3頭とも

に枝肉格付け成績はA5（BMSNo.10）で優

等賞を獲得した。（図－８）

県全体では、種牛の部、肉牛の部とも

に全区で優等賞を獲得し前回大会以上

の成績で総合3位となった。

（図－９，写真１）

【まとめ及び考察】

今回の全共においては、管内が肥育地

帯であることから、肉牛の部を重点的に出

品対策に取り組んだ。家保は地区指導班

の中心的な役割を担いながら、関係機関

と連携し、血液検査結果に基づくきめ細か

な飼養管理指導を行った。その結果、肉

牛の部で全頭優等賞を獲得し過去最高の

成績を収めることができた。

県全体では、目標とする総合１位「奪

冠」は成らなかったが、第４区で種牛の部

の名誉賞（内閣総理大臣賞）を獲得するこ

とができた。

今回の取組を次回鹿児島全共に活か

すとともに、関係機関一体となって更なる

「おおいた豊後牛」のブランド力向上に努

めたい。


